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地域住民の認知症に対する関心と不安およびイメージの検討
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高齢化率32.9％と全国平均より高く早急な認知症高齢者に関する予防活動が必要と考えられたA市B地区の中学生以
上の全住民を対象に，住民主体の認知症予防活動実践に向けて，認知症に対する関心，認知症発症に対する不安，およ
びイメージ（認知症の人を見てどう思うか）に関する実態調査を行った．その結果，質問紙は2,438名に配布され（回収
率36.0％），約８割が認知症への関心を持っていたが，年齢とともに関心が低くなる傾向が示された．イメージから30代
以下は他人事として捉えている傾向があり，若年者の認知症への関心の低さが認められた．認知症発症に対する不安は，
自分および家族どちらの場合も半数以上が認知症発症に対する不安を抱えており，イメージから，認知症の人との関わ
り方に困惑していることが明らかになった．今後は若年者の認知症への関心を高め，住民の認知症発症に対する不安を
解消していくことが課題である．
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Ⅰ．はじめに
現在，高齢化率21.2％（総務省統計局，平成19年４月
１日現在）
1)
という世界に類を見ない高齢化が進み，認
知症高齢者も増加してきた．2010年には65歳以上の認知
症高齢者数は約260万人に達し，80歳以上になると４∼
５人に１人が認知症になると予測されている．また，認
知症予備軍とされる軽度認知障害（Mild Cognitive Im-
pairment：MCI）では，さらに増加の傾向がみられる．
このような社会情勢を踏まえて，介護保険制度において
も認知症予防の取り組みが開始された．しかし認知症予
防の効果評価の最も大きな問題として，コストをかけず
に健常者やハイリスク者の認知機能の変化に関する評価
方法がほとんどないことが指摘されており
2)
，認知症予
防活動実践において，その対象者の選定や活動の効果は
検証されていない．しかし，早い段階から健康な高齢者
も軽度認知障害の高齢者も含めた地域高齢者を対象とし
たポピュレーション・アプローチの重要性が指摘されて
いた
3)
．その際には予防活動の実現および継続可能性の
観点から地域全体の関心を高め，地域の特性を踏まえた
活動が必要であると考えられた．そこで，高齢化率
32.9％と全国平均より高いため早急な認知症高齢者に関
する予防活動が必要と考えられたA市B地区を対象に，
地域住民の認知症に対する関心，認知症発症に対する不
安，およびイメージの把握に関する実態調査を行った．
Ⅱ．目 的
住民主体による認知症予防活動実践に向けて，住民の
認知症に対する関心，認知症発症に対する不安の傾向を
明らかにするとともに，住民の認知症に対するイメージ
を把握することを目的とした．
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Ⅲ．方 法
１．対象地域の特徴と対象者
対象地域は人口2,675人，世帯数791世帯（平成18年４
月１日現在）
4)
で，山深い農村地域である．三世代同居
家族が多く，高齢化率は32.9％である．本調査では，こ
のような地域の中学生以上の全住民を対象とした．
２．データ収集方法と調査内容
無記名による自記式質問紙法で，質問紙は地区区長か
ら広報等とともに配布し，郵送にて回収した．質問内容
は，個人属性，認知症への関心，認知症発症に対する不
安，認知症のイメージとして「認知症の人を見てどう思
うか」（自由記述）とした．
３．分析方法
個人属性，認知症への関心，認知症になるかもしれな
い不安は，記述統計量を算出した．認知症の関心および
不安は年齢，性別との関係についてコレスポンデンス分
析を行った．
認知症のイメージに関する自由記述は，回答者の視点
に着目し回答ごとにイメージを表す部分を抽出しコード
化し，カテゴリー化し，カテゴリー間の関連性を検討し
た．
Ⅳ．倫理的配慮
区長に対して口頭および文書にて研究目的の説明を行
い，許可を得た上で，研究参加者には文書にて参加の自
由，プライバシーの保護について明示し，研究協力の同
意は質問紙の返送をもって得たものとした．また，事前
に所属大学の倫理審査委員会の承認を得た．
Ⅴ．結 果
質問紙は2,438名に配布され，回収数は877（回収率
36.0％）であった．
１．対象者の属性
年齢では，最年少12歳，最高齢92歳で平均年齢は57.6
±18.4であった．年齢群別では60代が最も多く23.7％で，
次いで70代が21.1％，50代が17.3％であった．性別では，
男性383名（44.2％），女性484名（55.8％）であった．家
族構成では，独居27名（3.1％），夫婦のみ136名（15.5％），
２∼３世代同居世帯567名（64.7％）であった．職業では
無職が最も多く262名（31.8％），次いで専門的・技術的
職業が112名（13.6％），農林業は99名（12.0％）であっ
た．
２．認知症への関心
認知症への関心の程度について，「とても関心がある」
「まあ関心がある」「どちらともいえない」「あまりない」
「まったくない」「わからない」「認知症を知らない」か
ら選択してもらった．その結果，「とても関心がある」，
「まあ関心がある」と回答したものが合わせて679名
（79.3％）であった．
年齢群別の比較では，「とても関心がある」と答えたも
のの割合は19歳以下が3.8％と最も低く，年齢とともに
その割合は増加し70代が51.1％と最も高かった（図１）．
性別の比較では，「とても関心がある」と回答したもの
の割合は，男性94名（24.9％），女性211名（44.7％）で
あった．
認知症への関心と年代・性別との関係についてコレス
ポンデンス分析を行った結果，表示されたバイプロット
は図２に示すとおりである．これによると60代以上の女
性は認知症への関心が「とてもある」と回答していると
いう特徴がみられた．10∼20代は男女ともに関心が低い
傾向がみられた．その他の年代は「まあある」と回答し
ている傾向がみられ，どの年代においても男性より女性
のほうが関心が高い傾向が示された．
３．認知症発症に対する不安
認知症発症に対する不安の有無について，自分の場合
と家族の場合について回答を得た．選択肢は「とてもあ
る」「まあまあ，ある」「どちらともいえない」「あまりな
い」「まったくない」「わからない」で，自分の場合も家
族の場合も「まあまあ，ある」と回答したものの割合が
もっとも高かった．「とてもある」「まあまあ，ある」と
回答したものを合わせた割合は，自分の場合447名
（51.4％），家族の場合477名（55.4％）が認知症になる
かもしれないという不安を抱えており，自分よりも家族
の認知症発症に対する不安のほうが４％高かった．
年齢群の比較では，認知症発症に対する不安が「とて
もある」と答えた割合は，自分の場合，60代57名（27.8％）
で最も高く，次いで70代46名（25.4％）であった．家族
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の場合，40代31名（30.4％）で最も高く，次いで60代59
名（28.8％）であった．
性別の比較では，認知症発症に対する不安が「とても
ある」と回答した割合は，自分の場合，家族の場合いず
れも男性よりも女性の方が高かった．また，自分の場合
に比べて家族の場合の方が，不安が高まる傾向は男女と
もに共通していた．
認知症発症に対する不安（自分の場合と家族の場合）
と年代・性別との関係についてコレスポンデンス分析を
行った結果，表示されたバイプロットは図３，図４に示
すとおりである．これによると自分の場合，60代以上の
女性は「とてもある」と回答しいている傾向がみられ，
10代は男女ともに「まったくない」と回答している傾向
が示された．その他の年代・性別では「まあある」と回
答している傾向がみられ，特にその傾向は30代女性，50
代男性・女性，60代男性に強いことが示された．家族の
場合，40代女性，60代男性・女性，70代女性は「とても
ある」と回答している傾向がみられ，20代女性，30∼60
代男性は「まあある」傾向が示された．30代，50代の女
性は「とてもある」「まあある」と回答している傾向がみ
られ，同じ割合で分布していることが示された．
４．認知症のイメージ
認知症の人を見てどう思うかにに関する自由記述で回
答を求めたところ，307名（回収数の35.0％）からの記述
が得られ，60代の記述が最も多く80名（26.1％）であっ
た．
カテゴリーには《 》，サブカテゴリーは〈 〉，記述
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図１ 認知症への関心と年齢
図２ 年齢・性別と認知症への関心の布置
内容の引用は「 」を用いて記述した．記述内容は，《他
人事》，《自分や家族のこと》，《認知症の人との関わり方》
として捉えた３つの立場からの回答に分類できた．
《他人事》として捉えた見方は，「いやに思う」「かかわ
りたくない」「怖い」「不幸だと思う」など〈否定的〉，「何
も思わない」など〈無関心〉，また「気の毒，大変だと思
う」「かわいそう」など〈同情的〉なイメージであった．
《自分や家族のこと》として捉えた見方は，「自分は認
知症になりたくない」「自分の将来を見ているようで不
安」など〈認知症になるかもしれない不安〉があり，「自
分も認知症にならないように気をつける」「認知症にな
らないために，生活を見直し改善していきたい」など〈予
防に努める〉考え方が記述されていた．
《認知症の人との関わり方》としては「どのように対応
したらよいか想像もつかない」「自分の身内がなったら，
うまく対応できるかわからない」「もっと認知症の人へ
の対応の方法を知りたい，実際に介護している人が学習
できる場があると良いと思う」など〈対処に困惑〉し，
「大変だ，地域の人で応援してあげたい」「家族・身内が
大変だから地域で見守る必要がる」など，〈地域で支援す
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図３ 年齢・性別と自分の認知症発症に対する不安の布置
図４ 年齢・性別と家族の認知症発症に対する不安の布置
ることが必要〉であると思っていた．
年齢層による比較では，どの年齢層においても〈同情
的〉なイメージを持っているが，〈無関心〉は10代から30
代に特有で，さらに10代では特に《自分や家族のこと》，
《認知症の人との関わり方》として捉えた見方がみられ
なかった．《自分や家族のこと》として捉えている割合
は80代以上で66％であるのに対し，30代以下で6.7％と
低かった．
Ⅵ．考 察
認知症予防活動は，近年取り組みが始まったばかりの
市町村が多く，その方法や効果も確立されていない状況
の中で，住民のニーズも把握されず手探りで行われてい
る現状にある．認知症予防活動の実践は，まず住民への
啓発が重要であるとの知見から住民の認知症に対する関
心，認知症発症に対する不安の傾向およびイメージを把
握する必要があると考え調査を実施した．その結果，約
８割が認知症に対する関心を持っており，全国調査の結
果
5)
と比較して約１割程度高いことが明らかになった．
しかし，年齢とともに認知症への関心が低くなる傾向が
示された．認知症のイメージの結果からも30代以下では
他人事として捉えている傾向があり，自分や家族のこと
として捉えている割合は6.7％と低かった．特に10代で
は自分や家族のこと，認知症の人との関わり方として捉
えた見方がみられず，若年者の認知症への関心の低さが
認められた．
認知症予防の戦略的アプローチでは，さまざまな能力
レベルの人たちが目的を共有すると，能力に応じた役割
が生まれ，相互に支援の関係が生まれやすく，長く活動
を維持することが可能となることや
3)
，認知症の正しい
知識を普及することは，自分や家族が認知症になったと
きに早めに対応できるだけでなく，地域の助け合いを促
進することができることが指摘されており
6)
．認知症の
早期発見，早期対応の観点からも，住民主体による予防
活動を実践，継続していくために，年齢，性別に関わら
ず住民全体が認知症への関心を持ち，認知症を予防しよ
うという目的を共有することが必要であると考えられた．
そのため若年者に対して関心を高める働きかけが重要で
あると考えられた．認知症高齢者に対する知識とイメー
ジを女性介護職員と短期大学女子学生で比較した研究で
は，介護職員のほうが短大生より認知症高齢者に対して
肯定的なイメージを抱いており，日頃の認知症高齢者と
の接触の有無や年齢が影響していることが指摘されてい
た
7)
．このことから若年者の関心を高めるために，認知
症高齢者と交流する機会が有用であると考えられた．さ
らに，保健医療福祉の専門職，行政職や政治家，そして
一般住民が認知症に関心を持ち，認知症を知ることに
よって，フォーマルあるいはインフォーマルなサポート
が，地域社会の中に次々に案出されていくと指摘されて
いた
8)
．とりわけ地域で最前線の医療を担っている開業
医の対応が認知症の早期発見に重要な役割を果たすとし
て，開業医の認知症診断技術向上に関するモデル事業が
展開されており
9)
，地域の認知症理解の促進と地域ネッ
トワークを形成するために地域包括支援センターがコー
ディネーター役を果たすことが期待されていた
10)
．そこ
で一般住民のみならず地域のコメディカルスタッフの関
心を高め，連携を強化することも重要であると考えられ
た．
認知症発症に対する不安について，自分の場合，家族
の場合どちらにおいても半数以上が認知症発症に対する
不安を抱えており，特に家族の認知症発症に対する不安
が男女ともに40∼60代で高く，認知症のイメージからは
「どのように対応したらよいか想像もつかない」など，
対処に困惑していることが明らかになったことから，主
介護者となる可能性の高い世代の介護に対する不安の大
きさが反映された結果と考えられた．首都圏の20歳以上
の一般住民を対象に行った先行研究では，身近な人が認
知症になる不安について「どの医者（何科）にみせれば
よいかわからない」「どのような介護サービスを受けら
れるのかわからない」「介護の仕方がわからない」「どこ
へ相談したらいいのかわからない」など，的確な情報提
供によって軽減される不安を有していたことは，啓発活
動の意義あるいは必要性を示していた
11)
．そのため，具
体的な介護方法に関する情報を含めた啓発活動をしてい
くことが必要であり，不安の解消に有用であると考えら
れた．また高齢者の多くは，自分の認知症発症に対する
不安を抱え，認知症の予防に努めるという考え方を持っ
ていることが明らかになった．名古屋市における痴呆予
防教室参加者への意識調査でも高齢なほど不安が強いこ
とが指摘されており
12)
，高齢者の多くは認知症発症に対
する不安を抱えていることが共通していると考えられた．
そのため高齢者に対しては認知症の予防方法に関する啓
発活動の必要性が考えられた．
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Ⅶ．おわりに
地域住民の認知症に対する関心，認知症発症に対する
不安，およびイメージの把握に関する実態調査を行った
結果，若年者の認知症への関心が低く，半数以上のもの
が認知症発症に対する不安を抱えていることが明らかに
なった．今後は若年者の認知症への関心を高め，住民の
認知症発症に対する不安を解消していくことに加え，地
域の開業医およびコメディカルスタッフへの啓発活動が
課題である．
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